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午後 4時 00分開会 

 

あらためまして皆さんこんにちは。平成もいよいよ残りわずかと

なってまいりました。大型連休前の何かと忙しい中ご出席いただき

まして誠にありがとうございます。さて新年度そして新学期がスタ

ートいたしました。過日ご出席をいただきましたように町内の各校

園がそれぞれ持ち味を出しながら過日入園式あるいは入学式が行

われたところであります。わたくしも幼小中 3校園に出席をさせて

いただきましたけれど、それぞれに発達段階に応じたよい式ではな

かったかなというふうに感じております。子供たちは現在それぞれ

希望に満ちた気持ちでスタートをしていると思っておりますけれ

ども、ただ中には新たな環境等になじめない子供もおりましてそう

した子供への支援にも力を入れながら各校園の教職員が懸命に取

り組んでいるところでございます．年度当初の校園長会の中では校

園長の先生方に学力向上については総がかりでやれることから始

めるというキーワードをお示しいたしました。今後町としてのより

具体的な学力向上策を取りまとめて実行に移していきたいという

ふうに考えております。ほどなく大型連休に入ってまいります。各



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青木次長 

 

 

 

各委員 

 

校園では家庭訪問が実施されまして特に子どもと家庭とのあるい

は学校との関係性の構築に現在努めているところでございます。い

じめ虐待等の課題が大きくクローズアップされる中教育委員会と

いたしましても日常的な校園、関係機関との蜜なる連携に努め各校

園とともに子ども、家庭のサポートを十分していきたいというふう

に考えております。この一年間さまざまな方々のお力添えをいただ

きながら約 2,500名の子どもの命、人権を守り子どもたち一人一人

を豊かに育むという責務をしっかりと果してまいりたいと考えて

おります。 

また、生涯学習、社会教育関係におきましてはそれぞれの関係団

体等におきまして新たな体制が構築されまして事業あるいは予算

等の計画に基づきまして今後順次活動が展開されていくことにな

っております。町民すべての皆さんが学びを通してそれぞれに輝き

成長され、将来や未来を切り開いていけるそんな教育を目指してい

きたいというふうに考えております。そのためにはルーティンワー

クではなく、新たな発想の導入あるいは整理統合再構築といったこ

とも必要になってくるかというふうに思っております。加えて今年

度におきましては新たな教育大綱の策定の年度となっております。

昨年策定されました第二次愛荘町総合計画に加えすでに全面実施

となっています幼稚園、あるいは次年度以降順次全面実施となりま

す小学校中学校の新学習指導要領、またソサエティ 5.0における求

められる力等を意識しながら愛荘らしさも取り込みながら策定し

ていければというふうに思っております。その際には教育委員の皆

様方からもご意見を頂戴いたしたいと思っておりますのでどうぞ

よろしくお願いいたします。この後本年度の教育行政重点施策等に

ついてご説明を申し上げ、ご意見をいただくことになっておりま

す。限られた時間ではございますけれども忌憚のないご意見をいた

だきますようお願い申し上げまして、開会のご挨拶とさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。それでは委員会の運営でございます

が、規則の方で特に定めがないのでございますが、教育長の方に進

行をしていただくということでご異議はございませんでしょうか。 

 

はい 
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青木次長 

 

 

 

よろしいですか。それから傍聴人がおりますのでご了承をいただ

きたいと思います。 

それでは教育長の進行でよろしくお願いします。 

 

ただいまの教育長を含む出席委員は 5名で定数に達しています。

よって、平成 31年 愛荘町教育委員会  第 4回定例会は、成立いた

しましたので開会いたします。さて、前回の議事録承認については、

先ほど事務局から報告がありましたように次回の定例会時とさせ

ていただきます。なお、本日平成 31 年第 4 回定例会の議事録署名

も全員で行いますので、よろしくお願いします。 

それでは議題に入ります。 

 日程第 1「議案 第 14号 平成 31年度 教育行政重点施策につい

て」を議題といたします。事務局より説明をお願いします。 

 

      ―議案第 14号を説明― 

 

ただいま「議案 第 14号 平成 31年度 教育行政重点施策につい

ての説明がありました。 

ご質問などございませんか。 

 

これは今年 31 年度でもう決まった予算ですよね。前回も質問し

たと思うんですが、教育理念についてなんですが、第二次総合計画

に愛着と誇りというこのタイトルはあったと思うんですが、教育理

念としては五愛十心、下の方には教育の基盤は五愛十心の教育理念

と書いてあるので、教育理念は五愛十心の理念は変わらないと。上

にあるのは言ってみたらスローガンと考えていいのですか。 

 

そうですね。 

 

表現だけの問題ですが、それから考えたら基盤なんていらなくて

五愛十心が教育理念です。でいいのではないかなと思うのですが。 

 

教育大綱の表紙といいますか、この中にもあるのですが、基盤は

五愛十心の教育理念ということでこれが平成 31 年度までですの

で、やはりここに書いてある以上は変えられないであろうというこ

とで、今年度の中でこの辺の内容については令和 2年度に向かって
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変えていくということでいきます。 

14ページの施策 16で教職員のとしての資質と指導力の向上とい

うところで今年はプラスというのは難しいと思うので、この 1年間

で来年度以降の計画を考える中で、先生の質が一定するような教育

をしてほしいな。そういう組織を作ってほしいなと何度か申し上げ

たと思います。そういうことをこれから考えるというのも、生徒の

いい子悪い子が毎年入ってくるという変動と、先生というのを考え

れば、先生の方がおられる期間が長いですからそうすると、どこの

小中学校も学校の先生の教育の教え方は別にして、考え方は全部一

定ですよ。同じ指導を受けた人が先生になっています。という姿に

しようと思うと、残念ながら先生のいろんな差が激しいと思いま

す。若い人の考えと定年近い人の考えは。教育というのはこうして

もらわないと困りますというのをしっかり教えてあげられる組織

を教育委員会の中に作ったらどうですかというのを提案申しあげ

ているのですけれども、こういうことを考えるということをそろそ

ろしていただけないかなと。どこかの学校が荒れているとかいう時

にその当該生徒児童が卒業したら消えると、また落ち着いた学校に

なると。それの繰り返しになっていると思うので、そうじゃなくて

どんな子が来ても上手に指導してみんなの問題として解決ができ

て、先生の指導レベルと言ったら申し訳ないですが、指導の仕方は

町内の学校が全部一定しているということにしようと思うと、教職

員の方のいろんな教育が、民間企業でも入社 1 年目、2 年目、3 年

目、5年目、10年目と研修をきっちりするわけです。日々のＯＪＴ

もありますが、教育をするする場があります。そういうもの愛荘町

も教育に力を入れるなら、そういうことも実際に作っていくという

ことも考えてもいいのではないかなと思います。 

もう一つ提案ですが、この近隣の町で豊郷町甲良町は放課後の児

童をみる学童保育体制というのは教育委員会がしています。愛荘町

だけは各学校の保護者会がするというふうに今年度までなってい

ます。来年度からは今福祉の方がされていますが、これを全部まと

めてみていこうという方向で考えようということですが、放課後３

年生を対象に補習をしようというのもありますが、学童保育の時に

一緒に復習ができるようにしてあげるということを考えるとすれ

ば、これは福祉の方ではなくてこれは教育の方の問題ではないかな

と思うので、これは庁内の問題ですから福祉と教育の方で相談して

もらって、教育委員会が主導をとって放課後の教育も含めてやりま
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すということを考えてもらえた方がいいのではないかなと思いま

す。 

それと今の愛荘町の学童保育の保育料があまりにも高すぎる。甲

良町、豊郷町は月 6,000 円ぐらいです。愛荘町は月 10,000 円。8

月は 18,000 円だそうです。保護者の負担が大きい。それは保護者

会に任して、町は補助金を出して丸投げをして、さしている。現状

は。だからお金がかかる。表面に見えるお金か、町の方ですれば、

全部税金を使うようになるので保護者の負担が少ないのかもしれ

ませんが、保護者の負担というのも考えてあげて、学童保育も来年

の 4月から変わるそうですので、ちょうど機会なので今年度中に福

祉の方とも相談して来年度以降どうするのか一度考えてもらえた

らと思います。 

私の方からは以上です。 

 

貴重なご意見ありがとうございました。 

まず施策の 16の 14ページですが、教員としての統一化、そうい

ったことにもっと力を入れてはどうかとのことですが、これについ

てはもっと教育大綱の話でどんどんご意見を伺いたいとは思いま

すが、年輪別研修について田中課長から説明願います。 

 

全体の研修ですが、まず初任者研修というのがございまして、年

に 200時間ほど研究授業や校外での研修などがございます。そのあ

と 2年次研、3年次研、中堅研などがございまして、計画的なもの

が常に国や県の組織として置いております。愛荘町といたしまして

は愛知郡、犬上郡の初任者研修のひとつを 5月に受け持ちまして、

秦荘西小学校で研究授業を、また秦荘図書館をお借りしまして研修

の計画を作っているところでございます。 

以上でございます。 

 

また、ご意見をおいおい伺いながら令和 2年に向けて。 

 

せっかく教育長がついこの間まで学校をみておられるので、特に

先生の方もみてられると思うので、私が外から見た見方なので、教

育長から見られたらその必要がない、しっかりしてるということな

らばいいのですか、ちょっとそんな気がしましたので意見しまし

た。 
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学童保育の考え方ですが、学童保育については 4つの小学校で保

護者が指定管理ということで保護者会が受けておられます。これに

つきましては今子ども支援課の方が担当しているのですが、もう少

し運営については変えていきたいというところで協議をされてい

るところでございますが、今どうしても指定管理というような形が

ついてきますので、今言われますように甲良・豊郷、多賀町も保育

園については教育委員会でされています。保幼の無償化がこの 10

月から消費税の増税に伴いまして出てくるのですが、それについて

も教育委員会と福祉、子ども支援課の関係で連携しながらこういっ

た学童保育についても幼稚園、保育園についても連携をしながらや

っていかなければならないなともいうふうにも考えておりますし、

もう一つは地域総合センターにも学力の時間が設けられておりま

すが、こういったことも含めまして、一度検証をさせていただきた

いなと思います。以上でございます。 

 

任すのではなく教育委員会が主導を持ってしてほしいです。今の

話では子ども支援課の方で検討されてますということでしたが、で

あればまたそのままになると思うので。そうじゃなくて教育として

学童保育は教育委員会が見るべきものだというふうに考えていた

だいた方が、私は今シルバーに行っているのでシルバーの人が愛知

川小学校の保護者会が運営されている学童保育に人を派遣してい

るわけです。だから状況はいろいろ聞いているので、少なくとも子

ども支援課は福祉の関係、教育という意味で言えば学童保育までも

教育委員会が見るべきものではないか思います。当然向こうとのや

り取りもあるかとは思いますが、ちょうどこの 3月末で今は 4つの

学校が別々の保護者会を運営するのを、できれば福祉はこうしたい

と思っているタイミングなので、指定管理も切れるから、このタイ

ミングに全部教育委員会が、教育委員会の中にそれを作ってもいい

と思います。そんなことを主体的に考えていただいた方がいいと思

います。保護者の負担が高すぎると思います。教育と言っている割

には保護者の負担が。保護者は仕方ないから、共稼ぎで子どもを預

けないとダメだからと思ってお金を出していると思いますが、いく

らなんでも 10,000円とか 18,000円とか、6,000円か 7,000円かと

比べると雲泥の差ですから。近隣の町と比べると。その辺も含めて、

福祉の方をどうこう言うわけではないですがやっぱりあちらは福
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祉の観点で恩恵を受けられる方は自分で負担をしてもらわないと

ダメという考えは確かにあると思うのですが、教育という観点があ

ればみんな平等に教育を出来るようにしてあげる。それとどうして

もその子どもを面倒を見きれないのであれば何とか町の方ができ

るだけ補助を出してあげるぐらいの手厚い教育行政を愛荘町はし

ています。ということをそこまでした方が、せっかく教育行政でい

ろいろお金をかけてするんだったらいいのではないかなあと思い

ます。またご検討をお願いします。 

 

その他ご質問等ございませんか。 

 

質疑がないようですのでこれより議案 第 14 号を採決いたしま

す。 

本案は原案の通り可決することに御異議ありませんか。 

 

異議なし 

 

御異議なしと認めます。よって議案 第 14号は原案どおり可決さ

れました。 

続いての議題に入る前に、承認第 6号は個人情報に関わる議題と

なっております。愛荘町教育委員会議事運営に関する規則第 5条の

規定により、「人事に関する事件その他の事件について、出席委員

の 3分の 2以上の多数で議決したときは、これを公開しないことが

できる。」となっております。この議案については公開しないこと

としてよろしいかお諮りします。 

 

異議なし 

 

異議なしと認めます。よって承認第 6号は非公開といたしますの

で、傍聴人は一時退席をお願いします。 

 

― 傍聴人退席 ― 

 

●上記の決定により、「承認第 6 号 区域外就学の専決処分につき

承認を求めることについて」は非公開とする。 
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傍聴人の入場を認めます。 

 

― 傍聴人入場 ― 

 

以上で、平成 31年第 4回 定例会の案件は、すべて終了しました。 

 

 

 

午後 4時 40分 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


